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本 文 要 旨  咬 合 誘 導 や 矯 正 治 療 の 領 域 に お い

て 、 口 腔 周 囲 の 軟 組 織 の 客 観 的 な 評 価 方 法 に

つ い て は 一 般 的 な 手 法 と し て 普 及 し て い る 評

価 方 法 は 確 立 さ れ て い な い 。 そ こ で 我 々 は 客

観 的 評 価 の 確 立 や 臨 床 病 態 把 握 へ の 応 用 を 目

的 と し て 、 正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉

鎖 力 に つ い て 多 方 位 的 に 測 定 を 行 っ た 。 あ わ

せ て 舌 圧 に も 着 目 し 比 較 検 討 を 行 っ た 。 ま た 、

齲 蝕 の 罹 患 状 況 と ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る 患 児

の 日 常 的 な 口 唇 閉 鎖 習 慣 状 況 に つ い て も 評 価

を 行 っ た 。 調 査 の 対 象 は 九 州 歯 科 大 学 付 属 病

院 を 受 診 し た 8 歳 か ら 11 歳 ま で の 小 児 期 の 患

者 か ら 正 常 咬 合 者 15 名 、 上 顎 前 突 者 15 名 と し

た 。 多 方 位 口 唇 閉 鎖 測 定 装 置 の 結 果 か ら 、 正

常 咬 合 児 の 方 が 総 合 的 な 口 唇 閉 鎖 力 が 上 顎 前

突 児 に 比 較 し て 有 意 に 大 き い こ と が 分 か っ た 。

両 群 間 に 多 方 位 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 有 意 な 差 は

認 め ら れ な か っ た 。 舌 圧 の 測 定 か ら も 両 群 間

に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 舌 圧 と 口 唇

閉 鎖 総 合 力 の 相 関 に つ い て も 相 関 関 係 を 認 め
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ら れ な か っ た 。 齲 蝕 の 罹 患 状 況 に つ い て は 正

常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 に 有 意 差 を 認 め な か っ

た 。 総 合 口 唇 閉 鎖 力 と 齲 蝕 の 罹 患 状 況 の 相 関

関 係 は 正 常 咬 合 児 が 相 関 関 係 を 認 め な か っ た

の に 対 し て 、 上 顎 前 突 児 で は 負 の 相 関 関 係 が

認 め ら れ た 。 質 問 紙 調 査 に よ る 口 唇 閉 鎖 習 慣

の 評 価 で は 、 上 顎 前 突 児 は 日 常 的 に 口 が 開 き

や す い こ と が 分 か り 、 ア レ ル ギ ー 体 質 と 上 顎

前 突 の 関 連 は 認 め ら れ な か っ た 。 以 上 の 結 果

か ら 、 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉 鎖 力 は 上 口 唇 と 下

口 唇 の 多 方 位 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 不 釣 合 い よ り

も 、 口 唇 全 体 の 総 合 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 脆 弱 さ

に よ り 関 連 し て い る こ と が 今 回 の 研 究 よ り 示

唆 さ れ た 。 ま た 、 上 顎 前 突 児 は 口 唇 閉 鎖 力 の

脆 弱 さ が 齲 蝕 の 罹 患 原 因 の 一 つ に な っ て い る

こ と が 示 唆 さ れ た 。 質 問 紙 調 査 で は 上 顎 前 突

児 が 必 ず し も 鼻 閉 に よ る 口 唇 閉 鎖 不 全 を 伴 わ

な い 事 が 示 唆 さ れ た 。  
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英 語 抄 録  

A study of the relationship between lip closing force, caries incidence and lip closing habit in 

children  

－ Comparison of normal occlusion children and maxillary protrusion children －  

Key words:lip closing force, maxillary proutrusion, caries incidence , lip closing habit  

Takehiro Kishi, Yasuhiro Shiono, Katura Saeki, Rei Taniguchi, Kazumasa Morikawa,   Kenshi 

Maki  

Kyushu Dental Univ. Dept. Pediatric Dent.  

(Chief : Prof. Kenshi Maki)  

We determined the direction of the lip closure force in children with normal occlusion and those 

with maxillary protrusion, and also compared tongue pressure between those groups. In addition, 

the prevalence of dental caries and lip closing habit were investigated by questionnaire and 

evaluated. Among pediatric patients aged 8-11 years old who visited Kyushu Dental University 

Hospital, 15 with normal occlusion and 15 with maxillary protrusion were randomly selected as 

subjects for the present study. Measurements obtained using a multi-directional lip closing force 

measurement system showed no significant difference in direction-specific lip closure force 

between the groups. On the other hand, the normal occlusion group had a significantly higher 

impulse value as compared to the maxillary protrusion group. As for tongue pressure, no 

significant difference was observed between the groups. Furthermore, there was no correlation 

found between tongue pressure and comprehensive lip closure force. Our investigation of dental 
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caries prevalence also revealed no significant difference between children with normal occlusion 

and those with maxillary protrusion. Additionally, no correlation was found between 

comprehensive lip closure force and caries prevalence in subjects with normal occlusion, whereas 

there was a negative correlation noted in those with maxillary protrusion. In our evaluation of lip 

closing habit investigated by questionnaire, children with maxillary protrusion were found able to 

open their mouth more easily. Finally, there was no correlation observed between allergic 

predisposition and maxillary protrusion. 

（ 和 訳  正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉 鎖

力 に つ い て 方 向 特 異 的 に 測 定 を 行 い 、 あ わ せ

て 舌 圧 に も 着 目 し 比 較 検 討 を 行 っ た 。 ま た 、

齲 蝕 の 罹 患 状 況 と ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る 患 児

の 日 常 的 な 口 唇 閉 鎖 習 慣 状 況 に つ い て も 評 価

を 行 っ た の で 報 告 す る 。 九 州 歯 科 大 学 付 属 病

院 を 受 診 し た 8 歳 か ら 11 歳 ま で の 小 児 期 の 患

者 か ら 正 常 咬 合 者 15 名 、 上 顎 前 突 者 15 名 を 無

作 為 に 選 び 調 査 の 対 象 と し た 。 多 方 位 口 唇 閉

鎖 測 定 装 置 の 結 果 か ら 、 正 常 咬 合 児 の 方 が 総

合 的 な 口 唇 閉 鎖 力 が 上 顎 前 突 児 に 比 較 し て 有

意 に 大 き い こ と が 分 か っ た 。 一 方 で 両 群 間 に

多 方 位 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 有 意 な 差 は み ら れ な
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か っ た 。 舌 圧 の 測 定 か ら も 両 群 間 に 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た 。 舌 圧 と 口 唇 閉 鎖 総 合 力

の 相 関 に つ い て も 相 関 関 係 を 認 め ら れ な か っ

た 。 齲 蝕 の 罹 患 状 況 に つ い て は 正 常 咬 合 児 と

上 顎 前 突 児 に 有 意 差 を 認 め な か っ た 。 総 合 口

唇 閉 鎖 力 と 齲 蝕 の 罹 患 状 況 の 相 関 関 係 は 正 常

咬 合 児 が 相 関 関 係 を 認 め な か っ た の に 対 し て 、

上 顎 前 突 児 で は 負 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た 。

ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る 口 唇 閉 鎖 習 慣 の 評 価 で

は 、 上 顎 前 突 児 の 方 が 日 常 的 に 口 が 開 き や す

く 、 ア レ ル ギ ー 体 質 と 上 顎 前 突 の 関 連 は 認 め

ら れ な か っ た ）  

 

【 緒 言 】   

日 常 臨 床 に お い て 上 顎 前 突 症 例 に 遭 遇 す る

こ と が あ る が 、 そ の 頻 度 は 調 査 対 象 や 年 齢 に

よ っ て 様 々 で あ る 1 ）。 ま た 、 そ れ に 伴 い 上 顎

前 突 症 例 へ の 対 応 に つ い て も 様 々 な 議 論 が な

さ れ て い る 2 ）。 こ れ ら の 議 論 の 科 学 的 な 根 拠

と な る の が 、 骨 格 や 歯 列 な ど 硬 組 織 の 形 態 の
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客 観 的 な 評 価 と 口 腔 周 囲 の 軟 組 織 の 機 能 に 対

す る 客 観 的 評 価 で あ る 。 咬 合 誘 導 や 矯 正 治 療

の 領 域 に お い て 、 セ フ ァ ロ 分 析 や 顎 態 模 型 計

測 が 形 態 に 関 す る 客 観 的 な 評 価 方 法 と し て 用

い ら れ て い る が 、 口 腔 周 囲 の 軟 組 織 の 客 観 的

な 評 価 方 法 は 、 一 般 的 な 手 法 と し て 確 立 さ れ

て い な い 。 増 田 は 口 唇 閉 鎖 と 舌 の 挙 上 が 不 正

咬 合 へ 与 え る 影 響 と そ の 重 要 性 を 報 告 し て お

り 、 口 腔 周 囲 の 筋 機 能 の 中 で も 口 唇 閉 鎖 機 能

と 舌 の 挙 上 は 顎 の 発 達 を 議 論 す る 上 で 非 常 に

重 要 な 要 因 と し て い る 3 ）。 こ れ ま で に 我 々 は

先 行 研 究 と し て 開 咬 児 な ら び に 反 対 咬 合 児 に

お い て 舌 圧 と 口 唇 閉 鎖 力 に つ い て 多 方 位 的 に

検 討 を 行 っ て い る 4  5 ）。 本 研 究 で は 、 客 観

的 評 価 法 の 確 立 や 臨 床 病 態 把 握 へ の 応 用 を 目

的 と て 、 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉 鎖 力 に つ い て 多

方 位 的 に 測 定 を 行 い 、 な ら び に 舌 圧 に も 着 目

し 検 討 を 行 っ た 。 ま た 、 こ れ ま で に 齲 蝕 の 罹

患 状 況 と 不 正 咬 合 の 関 連 に つ い て 報 告 が あ る

一 方 で ３ ）、 不 正 咬 合 が 必 ず し も 齲 蝕 の リ ス ク
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に は な り 得 な い と の 報 告 も あ る 6 ～ 8 ）。 本 研

究 で は 、 混 合 歯 列 期 の 齲 蝕 の 罹 患 状 況 と ア ン

ケ ー ト 調 査 に よ る 患 児 の 日 常 的 な 口 唇 閉 鎖 習

慣 状 況 に つ い て も 評 価 を 行 い 、 正 常 咬 合 児 な

ら び に 上 顎 前 突 児 に つ い て 比 較 検 討 を 行 っ た

の で 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】  

１ 、 対 象  

九 州 歯 科 大 学 付 属 病 院 を 来 院 さ れ た 小 児 期

の 患 者 か ら 無 作 為 に 選 ん だ 、 8 歳 か ら 11 歳 ま

で の 患 児 を 対 象 と し た 。 対 象 の 年 齢 層 は 先 行

研 究 の 結 果 と 比 較 出 来 る よ う に 同 じ 年 齢 層 に

統 一 し た 4  5 ）。 測 定 に 先 立 っ て 、 保 護 者 お

よ び 本 人 に 本 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し 承 諾 を 得 た 。

被 験 児 は 先 行 研 究 と 同 じ く 小 野 の 用 い た 不 正

咬 合 の 診 断 基 準 に し た が っ て 分 類 を 行 っ た 4  

5  9) 。 オ ー バ ー ジ ェ ッ ト が ５ ㎜ 未 満 で 、 上

顎 切 歯 が 下 顎 切 歯 の 唇 面 1 ／ ２ 未 満 の 被 覆 で

上 下 顎 切 歯 が 咬 合 し て い る 正 常 咬 合 者 15 名

（ 男 児 ７ 名 , 女 児 ８ 名 ） な ら び に オ ー バ ー ジ
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ェ ッ ト が ５ ㎜ 以 上 の 上 顎 前 突 者 15 名 （ 男 児 ８

名 , 女 児 ７ 名 ） に つ い て 測 定 を 行 っ た 。 上 顎

前 突 児 の う ち 、 上 顎 切 歯 が 下 顎 切 歯 の 唇 側 1/2

以 上 を 被 っ て い る 者 は 過 蓋 咬 合 を 併 発 し て い

る と 判 定 し 、 対 象 か ら 除 外 し た 。 な お 、 問 診

に よ り 保 隙 装 置 や 矯 正 装 置 を 使 用 中 で あ る 者

も し く は 使 用 し た 既 往 の あ る 者 も 対 象 か ら 除

外 し た 。  

な お 本 研 究 は 九 州 歯 科 大 学 倫 理 委 員 会 の 承

認 を 得 て い る （ 認 番 号 12 － 34  承 認 日 平 成 24

年 12 月 10 日 ）。  

２ 、 口 唇 閉 鎖 力 の 測 定  

口 唇 圧 の 測 定 は 我 々 の 先 行 研 究 と 同 じ く 多

方 位 口 唇 閉 鎖 測 定 装 置 （ プ ロ シ ー ド ， 長 野 ）

を 使 用 し た 4  5 ）。 対 象 と な る 被 験 児 に 座 位

を と ら せ 、 カ ン ペ ル 平 面 と 床 を 水 平 に し た 状

態 で 測 定 プ ロ ー ブ を 咥 え て 測 定 を 行 っ た 。 測

定 プ ロ ー ブ は Nakatsuka ら の 測 定 方 法 を 参 考 に お

よ そ 15 ～20 ｍ ｍ を 目 安 に 口 腔 内 に プ ロ ー ブ を

挿 入 さ せ 口 唇 で 把 持 さ せ た 10 ）。 測 定 に 使 用 し
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た 椅 子 は 高 さ が 調 節 可 能 で か つ 脚 部 に 椅 子 の

移 動 を 抑 え る た め の 固 定 が 可 能 な も の を 選 択

し た 。 測 定 中 に 被 験 児 の 注 目 が 測 定 者 の 方 へ

逸 れ て 得 ら れ た 値 に 影 響 が 出 な い よ う 、 測 定

装 置 と デ ー タ 検 出 用 の パ ソ コ ン と の 距 離 を １

メ ー ト ル 以 上 あ け 、 被 験 児 か ら は 測 定 用 の パ

ソ コ ン の モ ニ タ ー が 直 接 見 え な い よ う に し た 。

口 唇 閉 鎖 力 の 評 価 に つ い て は 大 石 の 測 定 方 法

に 準 じ 、 測 定 は 30 秒 間 行 っ た 11  12 ）。 5 秒 間

ず つ 計 3 回 、 被 験 児 に 最 大 力 で 口 す ぼ め 運 動

を さ せ て 、 測 定 プ ロ ー ブ の 中 心 方 向 へ 口 唇 か

ら か か る 圧 力 を 波 形 と し て 抽 出 し た 。 記 録 さ

れ た 波 形 の う ち 、 最 も 値 の 上 下 が 無 く 安 定 し

て い る １ 波 形 を 抽 出 し 、 出 力 開 始 後 １ 秒 か ら

２ 秒 ま で の 力 積 Ｎ ・ ｓ を 計 算 し 、 こ の 値 を 各

被 験 者 の 口 唇 閉 鎖 力 と し た 。 ８ つ の 測 定 プ ロ

ー ブ か ら 口 唇 閉 鎖 力 を そ れ ぞ れ の 方 向 別 に 検

出 し 検 討 を 行 っ た 。 口 唇 閉 鎖 力 の 測 定 、 抽 出

さ れ た 波 形 の 選 定 は 測 定 者 間 に よ る 誤 差 が 出

な い よ う に 、 全 て 1 名 の 測 定 者 が 行 っ た 。  
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３ 、 舌 圧 の 測 定  

舌 の 運 動 の 評 価 に は 、 Utanohara ら と 同 様 に Ｊ

Ｍ Ｓ 舌 圧 測 定 装 置 （ Ｇ Ｃ 、 東 京 ） を 使 用 し た

13 ）。 口 唇 圧 の 測 定 に 使 用 し た 椅 子 に 被 験 児 を

座 ら せ 楽 な 姿 勢 を と ら せ 、 測 定 前 に 反 復 練 習

を 行 わ せ た 。 測 定 中 の 頭 位 は 被 験 児 の フ ラ ン

ク フ ル ト 平 面 を 床 と ほ ぼ 平 行 に 維 持 さ せ 測 定

を 行 っ た 。 測 定 バ ル ー ン の 内 圧 調 整 後 に 、 舌

圧 プ ロ ー ブ を 前 歯 で 把 持 さ せ 測 定 バ ル ー ン の

位 置 を 決 め 、 最 大 の 力 で 舌 を 挙 上 し て 測 定 バ

ル ー ン を 押 し 潰 す よ う 被 験 児 に 指 示 し た 。 測

定 は 被 験 児 の 疲 労 を 考 慮 し 先 行 研 究 で は ３ 回

行 っ て い た が 本 研 究 で は ２ 回 行 い 、 得 ら れ た

値 の 大 き な 方 を そ の 被 験 児 の 最 大 舌 圧 と し た 。

舌 圧 の 計 測 も 測 定 者 に よ る 誤 差 が 出 な い よ う

に 、 口 唇 閉 鎖 力 の 測 定 と 同 一 の １ 名 の 測 定 者

が 行 っ た 。  

４ 、 齲 蝕 罹 患 状 況 に つ い て  

厚 生 労 働 省 に よ る 歯 科 疾 患 実 態 調 査 の 診 査

基 準 を 参 考 に 、 被 験 児 の 口 腔 内 診 査 を 行 っ た
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1 ）。 未 処 置 歯 、 齲 蝕 に よ る 喪 失 歯 、 処 置 歯 に

つ い て 測 定 者 が 平 面 歯 鏡 な ら び に プ ロ ー ブ を

用 い て ユ ニ ッ ト 上 の 被 験 児 の 口 腔 内 を 確 認 し 、

予 め 用 意 し た チ ャ ー ト 表 に 歯 式 を 記 入 し た 。

な お 、 測 定 は 全 て 同 一 の 臨 床 経 験 豊 富 で か つ

日 本 小 児 歯 科 学 会 専 門 医 を 有 し て い る 測 定 者

が 判 定 を 行 っ た 。 今 回 対 象 と し た 被 験 児 は 乳

歯 と 永 久 歯 の 混 在 す る 混 合 歯 列 期 に 該 当 す る

こ と か ら 、 齲 蝕 の 罹 患 状 況 の 評 価 と し て 黒 川

ら の 報 告 を 参 考 に 一 人 当 た り の 齲 蝕 の 数 を df

＋ DMF 歯 数 と し て 評 価 し た 14 ）。  

５ 、 口 唇 閉 鎖 習 慣 の 評 価  

被 験 児 の 日 常 的 な 口 唇 閉 鎖 の 習 慣 や 呼 吸 ・

ア レ ル ギ ー な ど に 関 す る ８ 項 目 に つ い て 、 坂

井 ら の 報 告 と 同 じ 質 問 内 容 を 質 問 紙 に よ っ て

保 護 者 に 記 載 さ せ た （ 図 １ ） 15 ）。 す べ て の 質

問 項 目 に 対 す る 回 答 は 選 択 回 答 式 と し た 。  

６ 、 デ ー タ 分 析   

同 じ 多 方 位 口 唇 閉 鎖 測 定 装 置 を 用 い た 橋 口

ら
16 ） の 報 告 を 参 考 に ８ つ の 測 定 プ ロ ー ブ を
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最 上 方 か ら 反 時 計 回 り に チ ャ ン ネ ル １ か ら チ

ャ ン ネ ル ８ と 定 義 し 多 方 位 的 に 口 唇 閉 鎖 力 の

評 価 を 行 っ た （ 図 ２ ）。 ８ 方 向 の 口 唇 閉 鎖 力 の

総 和 を 総 合 力 と 定 義 し 、 各 チ ャ ン ネ ル の 口 唇

閉 鎖 力 を 、 チ ャ ン ネ ル １ ／ 総 合 力 、 チ ャ ン ネ

ル ２ ／ 総 合 力 、 チ ャ ン ネ ル ３ ／ 総 合 力 、 チ ャ

ン ネ ル ４ ／ 総 合 力 、 チ ャ ン ネ ル ５ ／ 総 合 力 、

チ ャ ン ネ ル ６ ／ 総 合 力 、 チ ャ ン ネ ル ７ ／ 総 合

力 、 チ ャ ン ネ ル ８ ／ 総 合 力 の 値 で 評 価 し た 。

正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 の 総 合 口 唇 閉 鎖 力 の

検 定 、 多 方 位 的 な 同 チ ャ ン ネ ル 間 の 検 定 、 舌

圧 、 df ＋ DMF 歯 数 の 比 較 に は Student t-test を 用 い た 。

ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て は Fisher の 直 接 確 率

検 定 お よ び Wilcoxon の 順 位 和 検 定 を 用 い た 。 総 合

口 唇 閉 鎖 力 と 舌 圧 の 相 関 関 係 、 総 合 口 唇 閉 鎖

力 と df ＋ DMF 歯 数 の 相 関 関 係 に つ い て は Spearman

の 順 位 相 関 係 数 （ r ） を 用 い た 。
 

す べ て の 統 計 解 析 は Microsoft Excel 2013 (Microsoft  東 京

) な ら び に SPSS for Windows 17.0 ( 日 本 IBM 株 式 会 社  東

京 ) を 用 い て 行 っ た 。  
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【 結 果 】  

正 常 咬 合 児 群 の 総 合 口 唇 閉 鎖 力 は 上 顎 前 突

児 群 よ り も 有 意 に 高 か っ た (p ＜ 0.05) （ 図 ３ ）。

各 チ ャ ン ネ ル の 相 対 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 結 果 を

示 す （ 図 ４ ）。 各 チ ャ ン ネ ル に お い て は 、 正 常

咬 合 児 お よ び 上 顎 前 突 児 の 間 に 有 意 差 は 認 め

な か っ た 。 舌 圧 の 大 き さ に つ い て は 上 顎 前 突

児 の 方 が 大 き な 値 を 得 た が 、 両 群 の 間 に 有 意

な 差 は 認 め な か っ た （ 図 ５ ）。 df ＋ DMF 歯 数 の

値 に つ い て 正 常 咬 合 児 は 平 均 4.06±3.73 本 、 上 顎 前

突 児 は 平 均 3.53±2.77 本 で あ っ た 。 両 群 の 間 に 有 意

な 差 は 認 め な か っ た 。 総 合 口 唇 閉 鎖 力 と 舌 圧

の 相 関 関 係 は 両 群 と も 顕 著 な 相 関 関 係 は 認 め

な か っ た （ 図 ６ ）。  

総 合 口 唇 閉 鎖 力 と df ＋ DMF 歯 数 の 値 の 相 関

関 係 は 正 常 咬 合 児 に つ い て 相 関 関 係 が み ら れ

な か っ た の に 対 し て 、 上 顎 前 突 児 で は 負 の 相

関 関 係 を 認 め た （ 図 ７ ）。  

口 唇 閉 鎖 習 慣 の 評 価 で は 、 保 護 者 対 象 に 実
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施 さ れ た 質 問 紙 調 査 の 回 収 率 は 100 ％ で あ っ た 。

設 問 １ 、 設 問 ２ 、 設 問 ７ 、 設 問 ８ に つ い て 正

常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 に 有 意 差 を 認 め た （ 図

９ ）。 設 問 １ で は 上 顎 前 突 児 の 方 が 、 普 段 口 が

開 い て い る と の 回 答 が 多 か っ た 。 設 問 ２ で は

上 顎 前 突 児 の 方 が 、 鼻 づ ま り が な い と の 回 答

を 得 た 。 設 問 ７ 、 設 問 ８ に つ い て は 正 常 咬 合

児 の 方 が 、 全 身 的 ア レ ル ギ ー 性 疾 患 と ア レ ル

ギ ー 性 鼻 炎 が 多 い と の 回 答 を 得 た 。 ア レ ル ギ

ー の 対 象 に つ い て も 回 答 を 得 た 結 果 は （ 複 数

回 答 可 ）、 全 対 象 児 の う ち ６ 名 が 花 粉 、 ５ 名 が

ハ ウ ス ダ ス ト 、 ３ 名 が ペ ッ ト 、 １ 名 が そ れ ぞ

れ ナ ッ ツ 、 チ ョ コ レ ー ト 、 甲 殻 類 、 卵 、 抗 菌

薬 と 回 答 し た 。  

 

考 察  

１ ． 口 唇 閉 鎖 力 の 比 較  

こ れ ま で に 、 簡 易 的 な 口 唇 閉 鎖 測 定 装 置 を

用 い た 研 究 に お い て 、 正 常 咬 合 児 は 上 顎 前 突

児 よ り も 口 唇 閉 鎖 力 が 有 意 に 強 い こ と が 報 告
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さ れ て い る 17 ）。 多 方 位 口 唇 閉 鎖 測 定 装 置 を 用

い た 本 研 究 に お い て も 、 同 様 の 結 果 と な っ た 。

ま た 、 多 方 位 的 口 唇 閉 鎖 力 の 相 対 値 を 評 価 し

た 結 果 で は 上 口 唇 の 口 唇 圧 を 検 出 し て い る チ

ャ ン ネ ル 、 下 口 唇 の 口 唇 閉 鎖 力 を 抽 出 し て い

る チ ャ ン ネ ル に つ い て も 口 唇 閉 鎖 力 は 正 常 咬

合 児 と 上 顎 前 突 児 の 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な

か っ た 。 Berry の 提 唱 す る バ ク シ ネ ー タ ー メ カ

ニ ズ ム の 概 念 で は 、 口 輪 筋 は 歯 列 弓 に 対 し て

外 か ら 舌 側 に 向 う 機 能 を 舌 圧 に 対 し て 拮 抗 し

て 発 揮 し て い る 18 ）。 口 輪 筋 と 舌 圧 が 相 互 的 に

作 用 し て 歯 列 の 保 持 に 働 い て い る こ と を 考 慮

す る と 、 口 輪 筋 全 体 の 口 唇 閉 鎖 力 が 有 意 に 弱

か っ た 上 顎 前 突 児 群 で は 上 顎 歯 列 の み だ け で

な く 下 顎 歯 列 も 前 突 傾 向 に な る と 考 え ら れ る 。

し か し 、 今 回 の 我 々 が 上 顎 前 突 児 と し た 被 験

児 達 は オ ー バ ー ジ ェ ッ ト が ５ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、

著 し い 上 下 顎 歯 列 の 前 突 の 者 は 対 象 か ら 除 か

れ て い る 。 こ の 結 果 か ら 、 上 顎 歯 列 の 方 が 下

顎 の 歯 列 に 比 べ て 口 唇 か ら か か る 圧 力 の 影 響
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を 受 け や す い こ と が 推 測 さ れ た 。 ま た 、 相 対

値 を 用 い て 多 方 位 的 に 口 唇 閉 鎖 力 を 評 価 し た

結 果 か ら は 、 正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 に 有 意

な 差 は み ら れ な か っ た 。 同 じ 多 方 位 口 唇 閉 鎖

測 定 装 置 を 用 い た 過 去 の 文 献 で は 正 常 咬 合 児

と 比 較 し て 、 反 対 咬 合 児 で は 相 対 的 に 上 口 唇

の 口 唇 閉 鎖 力 が 強 く 、 ま た 開 咬 児 で は 鼻 直 下

の 上 口 唇 の 口 唇 閉 鎖 力 が 相 対 的 に 弱 い と の 報

告 が あ る 4  5 ）。 ま た 、 オ ー バ ー ジ ェ ッ ト と

相 対 的 な 口 唇 閉 鎖 力 に 関 し て は 、 こ れ ま で の

研 究 で 相 関 関 係 は 認 め ら れ て い な い 12 ）。 以 上

か ら 、 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉 鎖 力 は 上 口 唇 と 下

口 唇 の 多 方 位 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 不 釣 合 い よ り

も 、 口 唇 全 体 の 総 合 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 脆 弱 さ

に よ り 関 連 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

2 ． 舌 圧 と の 比 較  

舌 圧 の 測 定 に つ い て は 研 究 者 間 で 受 圧 装 置 、

設 置 方 法 な ど が 異 な る と と も に 、 ま た 舌 は 軟

組 織 で あ る 為 変 形 し や す く 動 き が 複 雑 で あ る

そ の 特 性 か ら 、 測 定 結 果 に 差 が 出 や す い こ と
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が 知 ら れ て い る 19 ）。 今 回 の 我 々 の 測 定 で は ま

ず 上 顎 前 突 児 の 口 蓋 へ 舌 を 挙 上 す る 力 を 正 常

咬 合 児 と 比 較 し 、 次 に 口 唇 閉 鎖 力 に つ い て 相

関 関 係 を 検 討 し た 。 正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児

の 舌 圧 の 平 均 値 は 上 顎 前 突 児 の 値 の 方 が 大 き

な 値 で あ っ た が 、 両 群 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た 。 上 顎 前 突 を 惹 起 す る 局 所 的 な 要

因 の 一 つ と し て 舌 の 形 態 や 機 能 の 異 常 が 報 告

さ れ て い る が 、 不 正 咬 合 の 成 因 に は 骨 格 性 、

歯 槽 性 、 機 能 性 な ど が あ り 、 一 つ の 要 因 に よ

る も の だ け で な く 複 数 の 要 因 に ま た が っ て 不

正 咬 合 を 引 き 起 こ し て い る こ と が 少 な く な い

20 ）。 大 野 ら の 指 摘 す る よ う に 指 し ゃ ぶ り 、 爪

咬 み 、 咬 唇 癖 、 口 呼 吸 、 歯 ぎ し り な ど 咬 み あ

わ せ に 悪 影 響 を 及 ぼ す 口 腔 習 癖 に 加 え 、 遺 伝

的 な 要 因 、 環 境 的 な 要 因 も 上 顎 前 突 を 引 き 起

こ す 要 因 と し て 考 え ら れ て い る 21 ）。 今 回 対 象

と し た 上 顎 前 突 児 も 複 数 の 環 境 的 ・ 遺 伝 的 要

因 に ま た が っ て 不 正 咬 合 を 引 き 起 こ し て い た

可 能 性 が あ り 、 よ っ て 舌 の 挙 上 に つ い て 有 意
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な 差 が 認 め ら れ な か っ た の で は な い か と 考 察

さ れ た 。 舌 圧 と 口 唇 閉 鎖 総 合 力 の 相 関 に つ い

て 、 正 常 咬 合 児 、 上 顎 前 突 児 そ れ ぞ れ Spearman の

順 位 相 関 係 数 を 用 い て 評 価 を 行 っ た が 、 両 群

と も 舌 圧 と 口 唇 閉 鎖 総 合 力 に 相 関 関 係 を 認 め

ら れ な か っ た 。 こ れ は 先 行 研 究 で あ る 橋 口 ら

の 報 告 と 比 較 し て も 近 似 し た 結 果 で あ る 16 ）。

ま た 、 年 齢 の 増 加 と と も に 口 唇 閉 鎖 力 は 増 加

す る 一 方 で 、 舌 圧 は 年 齢 に 応 じ て 顕 著 な 増 加

が み ら れ な い こ と が 過 去 の 研 究 か ら も 明 ら か

に な っ て い る 22 ～ 24 ）。 標 準 偏 差 か ら も 、 舌 圧

に つ い て は 各 被 験 児 の 舌 機 能 の 発 達 の 差 が 大

き い こ と が 読 み 取 れ る 。 こ の 舌 機 能 の 発 達 の

個 体 差 に よ っ て 、 口 唇 閉 鎖 力 と の 相 関 関 係 が

認 め ら れ な か っ た の で は な い か と 考 察 さ れ た 。

対 象 数 が 15 名 と 少 な い こ と か ら 標 準 偏 差 も 大

き く な る 傾 向 に は あ る と 考 え ら れ る が 、 今 後

さ ら に 対 象 数 を 増 や し て 検 討 す る 予 定 で あ る 。  

3 ． df ＋ DMF 歯 数 と 口 唇 閉 鎖 力 の 相 関 関 係  

齲 蝕 の 罹 患 状 態 を 評 価 す る 指 標 と し て df ＋
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DMF 歯 数 を 採 用 し た 。 近 年 我 が 国 の 小 児 の 一

人 当 た り の 齲 蝕 の 本 数 は 減 少 傾 向 に あ る こ と

は 歯 科 疾 患 実 態 調 査 か ら も 明 ら か で あ る 1 ）。

黒 川 ら の 報 告 が 1990 年 代 初 頭 で あ る こ と を 考 慮

す る と 今 回 の 我 々 の 結 果 が こ れ に 比 較 し 小 さ

な 値 を 得 た こ と と 合 致 す る 14 ）。 ま た 正 常 咬 合

児 で は df ＋ DMF 歯 数 と 口 唇 閉 鎖 力 に 相 関 関 係

が ほ ぼ み ら れ な か っ た こ と に 対 し 、 上 顎 前 突

児 で は 相 関 関 係 に 負 の 相 関 関 係 が み ら れ た 。

上 顎 前 突 児 の 総 合 的 な 口 唇 閉 鎖 力 の 脆 弱 さ が

宿 主 的 な 要 因 と し て 齲 蝕 の 発 生 に 影 響 し て い

る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 齲 蝕 の 成 因 と し て は

Keyes の 提 唱 す る 宿 主 、 細 菌 、 食 餌 の 要 因 に 加

え て 、 こ れ に 時 間 的 要 因 を 加 え た Newbrun の ４ つ

の 輪 が 知 ら れ て い る 25 ～ 27 ）。 口 腔 内 で は 細 菌

の 産 生 し た 酸 に よ る 脱 灰 と 唾 液 中 の カ ル シ ウ

ム イ オ ン と リ ン 酸 イ オ ン の 歯 質 へ の 取 り 込 み

で 起 こ る 再 石 灰 化 の 拮 抗 が 絶 え ず 起 こ っ て お

り 、 唾 液 に よ る 自 浄 作 用 が 齲 蝕 の 発 生 を 抑 制

す る こ と も ま た 知 ら れ て い る 28 ）。 成 人 と 比 較
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し た 場 合 、 小 児 は 安 静 時 の 唾 液 分 泌 量 が 少 な

く 口 腔 内 の 容 積 も 小 さ い た め 29 ）、 口 唇 閉 鎖 力

の 脆 弱 な 上 顎 前 突 児 は 唾 液 の 蒸 散 ・ 自 浄 作 用

の 低 下 し や す く 結 果 と し て 齲 蝕 の 罹 患 が 多 か

っ た の で は な い か と 推 察 さ れ た 。 ま た 、 口 唇

閉 鎖 力 と 咀 嚼 能 力 の 関 連 に つ い て 、 口 唇 閉 鎖

力 と 咀 嚼 能 力 に 正 の 相 関 関 係 が あ る と の 報 告

も あ る 30 ）。 口 唇 閉 鎖 機 能 の 弱 い 患 児 で は 正 し

い 咀 嚼 ・ 嚥 下 が 行 わ れ ず 、 口 腔 内 に 食 渣 が 留

ま り や す い こ と も 齲 蝕 の 罹 患 に 関 連 し て い る

の で は な い か と 考 察 さ れ た 。 荒 井 ら は 混 合 歯

列 期 に お い て 各 種 の 齲 蝕 関 連 要 因 つ い て 報 告

し て い る が 、 口 唇 閉 鎖 機 能 に つ い て も 齲 蝕 関

連 要 因 の 一 つ と し て 今 後 検 討 の 余 地 が あ る 31 ）

。  

4. 口 唇 閉 鎖 習 慣 の 評 価  

小 久 江 ら が 指 摘 す る よ う に 、 口 唇 閉 鎖 習 慣

の 評 価 を 目 的 と し て 鼻 や 口 の 周 り を マ ス ク な

ど 複 雑 な 測 定 装 置 を 装 着 し た ま ま 自 然 な 状 態

で 測 定 し 続 け る の は 低 年 齢 児 で は 困 難 で あ る
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32 ）。 今 回 の 我 々 の 研 究 の 対 象 も 低 年 齢 児 で あ

っ た た め 、 複 雑 な 測 定 装 置 を 使 用 せ ず に 評 価

可 能 な 点 と 診 療 室 外 で の 日 常 的 な 口 唇 閉 鎖 の

状 況 を 把 握 で き る 点 を 考 慮 し て 、 一 緒 に 暮 ら

す 保 護 者 に 問 診 す る 形 式 で 調 査 を 行 っ た 。 ま

た 質 問 の 内 容 に つ い て は 、 先 行 研 究 と 比 較 の

た め 過 去 に 行 っ た 調 査 と 内 容 を 統 一 し た 5  

15 ）。 ８ つ の 設 問 の う ち 、 設 問 １ 、 設 問 ２ 、 設

問 ７ 、 設 問 ８ に つ い て 正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突

児 の 間 に 有 意 差 を 認 め た 。 設 問 １ で は 上 顎 前

突 児 の 口 唇 が 日 常 的 に 開 き や す い 状 況 が ア ン

ケ ー ト 結 果 か ら 示 唆 さ れ た 。 増 田 が 報 告 し て

い る よ う に 、 口 唇 閉 鎖 機 能 の 低 下 が 上 顎 前 突

と 密 接 に 関 連 し て い る こ と を 裏 付 け る 結 果 と

考 え ら れ る 3 ）。 そ れ に 加 え 、 齊 藤 ら が 指 摘 す

る よ う に 、 近 年 口 呼 吸 が マ ス コ ミ な ど で も 注

目 さ れ 保 護 者 の 患 児 の 口 元 へ の 心 配 が 反 映 さ

れ や す い 状 況 に あ る こ と が 考 え ら れ た 33 ）。 設

問 ２ は 鼻 閉 に 関 す る 設 問 で あ っ た が 、 上 顎 前

突 児 の 方 が 鼻 づ ま り の あ る 患 児 が 少 な い と の
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結 果 に な っ た 。 鼻 閉 と 口 呼 吸 の 関 連 を 考 え る

と 上 顎 前 突 児 は 鼻 づ ま り が あ る と 回 答 が 多 い

と 思 わ れ た が こ れ に 反 す る 結 果 と な っ た 。 鼻

閉 の 状 況 と 上 顎 前 突 の 関 連 に つ い て も 今 後 の

検 討 課 題 と し た い 。 設 問 ７ 、 設 問 ８ の 結 果 か

ら も ア レ ル ギ ― 体 質 が 鼻 閉 を 誘 発 し 、 必 ず し

も 上 顎 前 突 を 引 き 起 こ し て い る と は 言 え な い

こ と が 推 察 さ れ た 。 ア レ ル ギ ー の 具 体 的 な 内

訳 で は 、 花 粉 や ハ ウ ス ダ ス ト な ど は 日 常 的 に

抗 原 と し て テ レ ビ や 本 な ど の 媒 体 を 通 し て 保

護 者 が 認 識 し 易 い も の で あ る と 考 え ら れ た 。

ナ ッ ツ 、 甲 殻 類 、 卵 な ど の 食 品 も 特 定 原 材 料

７ 品 目 も し く は そ れ に 準 ず る も の と し て 食 品

に 表 示 さ れ て い る も の で あ り 、 保 護 者 の ア レ

ル ゲ ン と し て の 認 識 が そ れ ぞ れ 高 か っ た も の

と 考 え ら れ た 34 ）。  

 

結 論  

正 常 咬 合 児 と 上 顎 前 突 児 の 口 唇 閉 鎖 力 、 舌 圧 、

df ＋ DMF 歯 数 、 口 唇 閉 鎖 習 慣 に つ い て 比 較 検
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討 を お こ な っ た と こ ろ 、 以 下 の 結 論 を 得 た 。  

① 口 唇 閉 鎖 力 の 力 積 は 正 常 咬 合 児 の 方 が 上 顎

前 突 児 に 比 較 し 総 合 力 を 比 較 す る と 大 き く 、

８ 方 向 別 に 検 討 し た 場 合 両 群 に 差 は 認 め な か

っ た 。  

② 齲 蝕 の 罹 患 状 況 に つ い て 、 正 常 咬 合 児 は 口

唇 閉 鎖 力 と df ＋ DMF 歯 数 に 相 関 関 係 は 認 め な

か っ た が 、 上 顎 前 突 児 は 負 の 相 関 関 係 を 認 め

た 。  

③ 質 問 紙 調 査 で は 上 顎 前 突 児 は 日 常 的 に 口 が

開 き や す い こ と が 認 め ら れ た 。 ア レ ル ギ ー 体

質 や 鼻 炎 と 上 顎 前 突 の 関 連 は 認 め ら れ な か っ

た 。  

以 上 の よ う に 、 口 唇 閉 鎖 力 と 上 顎 前 突 児 と

齲 蝕 の 罹 患 の 関 連 性 を 認 め た 。 今 後 さ ら に 上

顎 前 突 症 例 の 客 観 的 評 価 や 臨 床 病 態 把 握 の た

め に 、 継 続 し て 検 討 を す る 必 要 が あ る 。  

本 論 文 に 関 す る 著 者 の 利 益 相 反 ： な し  
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図１ 質問紙調査での質問事項 

 
呼吸の仕方（鼻呼吸と口呼吸）と口唇を閉じる筋力の関係について調べております。お子

様の呼吸とアレルギーに関するアンケートにご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
  
記載：平成 年 月 日      

生年月日：        、性別 男 女 
  
１，普段、口が開いていることが多いですか。 
     よく開いている  ･  閉じている 
  
２，鼻つまりがありますか。 
     よくある   ･   ない 
  
３，イビキをかきますか。 
     かく  ･   かかない 
  
４，医師に扁桃腺が大きいと言われたことがありますか。 
     ある  ･   ない 
  
５，風邪をひいた時、扁桃腺がよく腫れますか。 
     腫れる  ･   腫れない 
  
６，呼吸の仕方はどちらと思いますか。 
   鼻 ･ 口 ･ 鼻と口 ･ わからない 
  
７，アレルギーはありますか。 
   ある（種類：     ） ･  ない 
  
８，アレルギー性鼻炎はありますか。 

   ある（種類：     ） ･  ない    
 

ご協力ありがとうございました 
 
 
 



図２ チャンネルの位置関係 

 
 
図３ 総合口唇閉鎖力 
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図４ 各チャンネルの相対的口唇閉鎖力比較 

 
 
 
 
 
 
図５ 舌圧の比較 
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図６ 総合口唇閉鎖力と舌圧の相関関係 
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図７ 総合口唇閉鎖力と df+DMF 歯数の相関関係 
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図８ アンケート結果                       *：P＜0.05 
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